
平成１６年４月１０日　　（２）

平成１６年度一般会計予算は
２４１億６,５００万円
平平成成１１６６年年度度一一般般会会計計予予算算はは
２２４４１１億億６６,,５５００００万万円円（前年度比１.４パーセント増）

予
算
編
成
方
針

　

本
市
の
平
成　

年
度
の
予
算
は
、
デ
フ

１６

レ
傾
向
が
継
続
し
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
の
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、「
第

４
次
八
潮
市
総
合
計
画
基
本
構
想
・
基
本

計
画
」
で
定
め
た
将
来
都
市
像
『
市
民
が

主
役　

い
き
い
き　

や
し
お
』を
目
指
し
、

行
政
評
価
に
基
づ
き
編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
事
務
・
事

業
の
見
直
し
や
経
費
の
節
減
・
合
理
化
な

ど
の
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
、事
業
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、事

業
の
必
要
性
に
つ
い
て
徹
底
し
た
検
証
を

行
い
、
真
に
必
要
か
つ
不
可
欠
な
も
の
を

厳
選
し
、
重
点
的
な
配
分
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
額
は
２

４
１
億
６
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
１
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
平
成
７
年
度
と

８
年
度
に
発
行
し
た
住
民
税
等
減
税
補
て

ん
債　

億
２
１
５
０
万
円
の
借
り
換
え
分

１６

が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
除
く
と
２
２

５
億
４
３
５
０
万
円
で
、
前
年
度
比
５
・

４
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま
す
。

重
点
施
策

　

本
市
の
最
重
点
施
策
で
あ
る
「
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
関
連
経
費
」
を
始
め
と
す

る
都
市
基
盤
整
備
、
福
祉
・
教
育
の
充
実
、

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
経
費
な
ど
に
配
慮

し
な
が
ら
、
限
り
あ
る
財
源
で
最
大
限
の

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
真
に
必
要
な
施

策
に
対
し
て
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
配
分

を
し
ま
し
た
。

【
企
画
・
総
務
】

○
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
八
潮
市
実
行
委

員
会
補
助
金

　

平
成　

年　

月
に
「
第　

回
彩
の
国
ま

１６

１０

５９

ご
こ
ろ
国
体
」
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
を

市
内
２
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

【
福
祉
】

○
乳
幼
児
医
療
費
支
給
事
業

　

窓
口
で
の
支
払
い
の
廃
止
、
自
己
負
担

金
制
度
の
廃
止
、
通
院
な
ど
の
支
給
対
象

年
齢
を
５
歳
児
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

○
児
童
手
当
支
給
事
業

　

支
給
対
象
年
齢
が
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
か
ら
小
学
校
第
３
学
年
修
了
ま
で
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。

○（
仮
称
）だ
い
ば
ら
学
童
保
育
所
整
備
事
業

　

放
課
後
児
童
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、

大
原
小
学
校
内
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
、

学
童
保
育
所
を
設
置
し
ま
す
。

【
商
工
業
振
興
】

○
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
制
度

　

市
内
中
小
企
業
の
経
営
安
定
と
資
金
繰

り
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
、小
口
資
金
融

資
に
必
要
と
な
る
資
金
を
金
融
機
関
に
預

け
、　

倍
の
融
資
枠
で
貸
し
付
け
ま
す
。

２０

○
産
学
官
支
援
事
業

　

地
方
公
共
団
体
、
大
学
、
民
間
試
験
機

関
の
設
備
等
を
使
用
し
た
場
合
や
試
験
検

査
を
依
頼
し
た
場
合
、
そ
れ
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
都
市
基
盤
整
備
】

○
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
建
設
促
進

　

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
と
協
調
し
て
、
景

観
に
配
慮
し
、
市
民
に
愛
さ
れ
、
利
用
し
や

す
い
魅
力
あ
る
八
潮
駅
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
垳
三
郷
線
街
路
整
備
事
業

　

八
潮
駅
周
辺
の
幹
線
道
路
と
東
京
都
と

の
接
続
部
の
整
備
を
行
い
、
道
路
網
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

○
土
地
区
画
整
理
事
業

　

南
部
地
区
を
始
め
と
す
る
、
現
在
施
行

中
の
６
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

【
教
育
】

○
入
学
準
備
金
・
教
育
資
金
貸
付
金

　

対
象
を
高
校
・
大
学
の
ほ
か
、
新
た
に

専
修
学
校
を
加
え
ま
す
。

【
消
防
】

○
消
防
車
両
の
更
新

　

車
両
の
老
朽
化
に
伴
い
、
救
急
車
を
高

規
格
救
急
車
に
更
新
し
、
消
防
団
ポ
ン
プ

付
積
載
車
２
台
も
更
新
し
て
消
防
力
の
強

化
と
充
実
を
行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

１６

２２

一
般
会
計
と
特
別
会
計
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

対前年度比
Ｃ／Ｂ×１００

比　較 
 Ｃ（Ａ－Ｂ）

平成１５年度
予 算 額 
 B

平成１６年度
予 算 額 
 Ａ

年　度

会計区分

１.４３４５,０００２３,８２０,０００２４,１６５,０００一 般 会 計

２.８１９２,１５２６,９３７,０７４７,１２９,２２６国民健康保険

特

別

会

計

の

内

容

△ ２７.６△１,０６５,０００３,８５３,０００２,７８８,０００公共下水道

△ １.２△ ４０,９０５３,３０２,６８４３,２６１,７７９老 人 保 健

△ １９.９△ １４,１６９７１,０８２５６,９１３
稲荷伊草第一
土地区画整理

△ １０.８△ １２,００８１１１,１４７９９,１３９
稲荷伊草第二
土地区画整理

△ ８.８△ ２６,５１５３０２,８２４２７６,３０９
鶴ヶ曽根・二丁目
土 地 区 画 整 理

△ ５.７△ ３１,８１１５５３,８８２５２２,０７１
大瀬古新田土
地 区 画 整 理

△ １３.４△ ２４,７００１８４,７０７１６０,００７
西袋上馬場土
地 区 画 整 理

△ ０.３△ ６,０００２,３１０,０００２,３０４,０００
南部東一体型特
定土地区画整理

６.６１１６,２４９１,７６８,６２２１,８８４,８７１介 護 保 険

△ ４.７△ ９１２,７０７１９,３９５,０２２１８,４８２,３１５小 計

△ ４.５△ １３５,３６７２,９８６,０１５２,８５０,６４８
上水道事業会
計（企業会計）

△ １.５△ ７０３,０７４４６,２０１,０３７４５,４９７,９６３総 合 計

会計別予算総括表
（単位：千円、％）

当当初初予予算算ににおおけけるる重重点点事事業業（（○○新新新新規規事事業業・・○○拡拡拡拡充充事事業業））
将来都市像「市民が主役 いきいきや　将来都市像「市民が主役　いきいきや
しお」を実現するために、６つの基本目しお」を実現するために、６つの基本目
標（分野別の柱）を掲げ、今年度もさま標（分野別の柱）を掲げ、今年度もさま
ざまな事業を展開していきます。ざまな事業を展開していきます。

新時代を支える都市の形成�
１�か�い�て�き�

八潮駅整備負担金　�

首都圏新都市鉄道（株）貸付金�

南部地区土地区画整理国庫補助

事業負担金�

南部地区以外土地区画整理国庫

補助事業負担金�

垳三郷線街路整備事業�

柳之宮木曽根線街路整備事業�

歩道段差解消整備事業�

…………………………１億５，０００万円�

……………８億２，８７０万円�

�

…………………………………６億６，４６４万円�

�

……………………………１億４，８００万円�

………………４億１，９３７万５千円�

……………７，９２６万５千円�

………………………１，２２０万円�

２�や�す�ら�ぎ� ３�ふ�れ�あ�い�

４�ち�か�ら� ５�は�ぐ�く�み� ６�す�い�し�ん�

新� 高齢者向け優良賃貸住宅家賃対

策補助金�

高規格救急自動車整備事業�

消防ポンプ車整備事業�

消防庁舎基本計画事業�

救急救命士養成・教育事業�

埼玉県防災行政無線周波数移行

整備事業負担金�

ＩＳＯ１４００１認証取得事業�

�

………………………………………１，３８０万円�

…………………４，０００万円�

………………………１，５２０万円�

………………………２，５００万円�

…………………３２３万１千円�

�

………………………………２５０万６千円�

……………………３９４万２千円�

新�

新�

新�

新�

心やすらぐ安全な生活環境の形成�
乳幼児医療費支給事業�
児童手当支給事業　�
（仮称）だいばら学童保育所整備
事業�
成年後見制度利用支援事業　�
精神障害者地域生活支援事業�
ファミリー・サポート事業�
次世代育成支援地域行動計画策
定事業�
小児救急医療支援事業運営費負
担金�

………………１億２，６４５万７千円�
……………………３億９，２０８万１千円�

�
……………………………………………１，８６７万円�

……………………４９万６千円�
………………４７６万２千円�
…………………７４万９千円�

�
…………………………………………２７５万６千円�

�
……………………………………………９６万６千円�

新�

新�

新�

新�

新�

明るく生きがいにみちた社会の形成�

活気あふれる産業の形成�
小口資金融資預託金�

小口資金融資利子補給金�

産学官支援事業�

優良技能者表彰制度事業�

消費生活相談�

緊急雇用創出基金活用事業�

市民農園整備事業�

…………………………１億６００万円�

………………………８８７万円�

……………………………………１９万円�

……………………１４万９千円�

…………………………………２２１万８千円�

………………３，２０２万１千円�

……………………………６００万５千円�

彩の国まごころ国体八潮市実行委

員会補助金�

男女共同参画推進活動団体補助金�

入学準備金貸付金�

教育資金貸付金�

外国人語学指導助手導入事業　�

�

……………………………………１億５００万円�

…………………９万円�

………………………………５７５万円�

…………………………………８５０万円�

……………２,１６１万１千円�

埼玉県東南部地域公共施設・生

涯学習講座予約案内システム負

担金�

郵便局・資料館における住民票

等取扱い事務�

�

�

………………………………………………６５６万円�

�

…………………………………３１５万４千円�

新�

新�

明日の八潮を担う人づくり環境の形成� 市民に開かれた計画的な行政推進体制の形成�

新�

拡�

拡�

拡�

拡�

拡�

拡�

拡�

拡�

拡�

拡�

拡�

拡�

（３）　　広報　　　　　№６４１ 

公債費　19.7％  
47億5,151万8千円 

総務費　9.8％ 
23億7,342万9千円 

教育費　8.7％ 
21億825万3千円 

衛生費　6.8％ 
16億3,715万1千円 

諸支出金　3.3％  
7億8,731万9千円 

消防費　4.0％  
9億7,107万8千円 

商工費　1.5％  
3億6,413万4千円 

土木費　22.2％  
53億6,280万円 

民生費　22.0％  
53億318万2千円 

その他　2.0％  
5億613万6千円 

歳　出�
241億6,500万円 

歳　入�
241億6,500万円 

国庫支出金8.1％  
19億4,888万�

市債　18.8％  
45億3,510万円 

諸収入　5.3％  
12億8,850万 
         6千円 

         1千円 

地方消費税交付金 3.1％  
7億5,600万円 

県支出金　2.6％  
6億2,487万8千円�

繰入金　2.5％ 

市税　49.8％�
120億3,919万1千円�

6億931万6千円 

　地方交付税1.7％  
　4億円 

　繰越金1.7％  
　4億円 

その他　6.4％  
15億6,312万8千円 一 般 会 計 �
地方特例交付金�
地方譲与税�
分担金および負担金�
自動車取得税交付金�
使用料および手数料�
財産収入�
寄附金�
利子割交付金�
交通安全対策特別交付金�
配当割交付金�
株式等譲渡所得割交付金�

3億4,200万円�
3億3,600万円�
2億2,853万円�
1億8,100万円�

1億7,844万8千円�
1億1,144万9千円�
8,070万1千円�
7,100万円�
1,500万円�
1,200万円�
700万円�

議会費�
労働費�
農林水産業費�
予備費�

2億7,105万1千円�
1億455万3千円�
8,053万2千円�
5,000万円�

市　税�
市　債�
�
国庫支出金�
�
諸収入�
地方消費税交付金�
県支出金�
�
繰入金�
地方交付税 �
�
その他�

市民税や固定資産税など�
公共施設整備などのために市が国や金融機関から
借りるお金 �
市が行う特定の事務・事業に対して国から支払わ
れるお金�
学校給食費や預金利子など�
消費税のうち、八潮市分として配分されるお金�
市が行う特定の事務・事業に対して県から支払わ
れるお金 �
基金（預金）の取り崩し �
所得税などの国税から、八潮市分として配分され
るお金 �
地方特例交付金や地方譲与税、繰越金、使用料、
手数料など�

土木費�
民生費�
公債費�
総務費�
�
教育費�
衛生費�
消防費�
諸支出金�
�
商工費�
その他 

道路の建設・公園の整備などに使うお金�
高齢者・障害者・児童の福祉などに使うお金�
市が借りた、土木債・教育債などの返済に使うお金�
住民票などの発行、庁舎の維持・管理などに使う
お金�
学校の管理、図書館・スポーツ振興などに使うお金�
ごみの処理、保健・環境衛生などに使うお金�
消防力・救急力の強化に使うお金�
土地の購入や土地開発公社への貸付金などに使う
お金  �
商業・工業の発展などに使うお金�
議会、農業振興などに使うお金       

平成１６年度一般会計予算を市民一人当たりに例えると・・・�

市民一人当たりに使われる総額３１万８千円�

問い合わせ　財政課�◯内 ３０６�

今年度と平成元年度を市民一人当たりで比べてみると・・・�

　八潮市の平成１６年度予算総額２４１億６,５００万円を、市民７６,０１８人（平成１６年１月１日現在）で分けた比率で、予算の主要項目の
金額に当てはめてみました。�

　市民一人当たりが納める市税１５万８千円に対し、支出の中で道路や公園の整備に使われる土木費が７万１千円と一番多く、
続いて高齢者や障害者・児童の福祉（民生費）に７万円で、借入金の返済（公債費）に６万２千円で、すでに市税をオーバー
していますが、住民票の発行・庁舎の維持管理など（総務費）に３万１千円、学校の管理や図書館・スポーツ振興など（教育
費）に２万８千円を支出しています。収入の不足分は、国・県の支出金や借入金でやり繰りしています。�

○ 　借入金残高（市債残高）は、平成元年度当時が一人当たり１７万４千円で、今年度末では３９万７千円の見込みです。�
○ 　平成元年度当時の一人当たりが市に納める市税は１３万８千円で、同じく一人当たりに使われた総額が２１万９千円でした。�

収
　
入�

１５万８千円�
市民一人当たりが納める市税�
市民税・固定資産税・都市計画税など�

１０万円�
そ　の　他�

国・県支出金、地方交付税など�

６万円�
借入金�

７万１千円�

土木費� 民生費� 公債費� 総務費� 教育費� その他�

７万円� ６万２千円� ３万１千円� ２万８千円� ５万６千円�

市債発行�

支
　
　
出�

道路や公園の整備に�
高齢者・障害者・
児童の福祉に� 借入金の返済に�

住民票の発行、�
庁舎の維持管理�

学校の管理、図書
館に� その他のものに�
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